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2016年度春期 東京校・大阪教室    ※福岡教室は前号（第 51号）に掲載 

卒業式並びに中医薬膳師資格認定式が行われました 

卒業生の皆様、輝くことを期待しています。  学院長 辰巳 洋 

本日、ご卒業される２３期・通信生の７８名の皆さん、おめでとうございます。今年は
東京校だけではなく、福岡教室も大阪教室も初めての卒業生を送り出すことになりました。 
時の流れが早いものです。薬膳を勉強したくて本学院を選んで入学することは昨日のよ

うなことですが、もう卒業日になっています。いかがでしょうか？一年間の学習で求めた
い知識を取得しましたか？ 
皆様は社会人ですので、お仕事を持ち、家庭を持ち、忙しい毎日の中に自分に属する時

間はあまりないと思いますが、そのような僅かな時のみ学習し、大変と理解しています。
また、今までの全然違う学問、厚い教科書、見たことのない読めない漢字、やらないと卒
業できない宿題、いやになることがあると思います。しかし、皆様が努力して困難を乗り
越えて、本日の卒業式に臨むことを嬉しいことになります。 
これから、薬膳の仲間として、日本で中医薬膳学の普及を一緒に頑張りましょう。本草

薬膳学院は専門家を育てる学校です。中医薬膳師コースでの一年の学習は入門の学習にな
ります。世の中に薬膳が流行になり、薬膳をやっている方、店が増えてきています。時代
は薬膳の専門家を求める時代になっていますので、継続して勉強することは大事ですので
学校がいろいろな研究科を開設していますからご参加をお勧めします。通学できない場合、
研究科の通信教育も始まりましたので、せっかく勉強 
した薬膳の知識を引き続き深く学習してゆくことを勧めます。 
学習することは、勉強するほど知識が身に着け、自分の仕事 

に役に立ちます。 これから薬膳の分野で皆様の輝くことを期 
待しています。 
簡単ではございますが、今日の卒業の日が、皆様のより健康で、 

より薬膳の学習と普及に向けて歩くことを祈念して祝辞とします。 
本日、ご卒業、おめでとうございます。 

22001166 年年度度  春春期期卒卒業業生生名名簿簿    通学コース（東京校）・通信教育コース  

【50 音字順、敬称略】 

23 期 中医薬膳師平日コース【17 名】 

安登 加壽子 石井 佳良子 稲永 紀子 井上 奈々子 井上 聖雪 奥平 純子   

加藤 由季 杉原 陽子 助野 純子 綱島  弘子 野村 まき子 濵中 啓子   

林 智子 松本 久仁子 村上 有子 森本 佐知子 柳澤 眞理子    

23 期 家庭薬膳平日コース【2 名】 

鈴木 知子 肥後 知歩       

23 期 中医薬膳師土日コース【16 名】 

内山 圭子 浦上 夕里 上條 詔子 末武 千里 角田 幸恵 對間 智子 中澤 正昭 平井 静子 

藤原 妙子 堀田 奈緒美 増田 智恵美 松尾 真由子 村山 英美 門間 勝弘 安江 愛子 吉川 亜希子 

通信教育コース【26 名】   

有賀 忍 池田 繭美 岩渕 加奈子 梅田 恵美子 浦邊 直子 太田 奈菜江 岡本 鏡子 

落合 紀子 加藤 裕子 柄澤 文子 木曽 匠子 工藤 寛代 栗林 綾子 神津 和沙 

品田 彩木 白濱 綾子 竹内 佳江 田島 さとみ 田中 節子 手嶋 千穂美 中村 富代子 

百石 理恵 藤本 みゆき 箕口 けい子 宮崎 誉子 森 由加理   

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 草 つ う し ん 第 52 号（2016.6） 
 

‐2‐ 
 

答 辞 
23期 中医薬膳師土日コース 内山 圭子 

 本日はこのように素晴らしい卒業式を行っていただき誠にありがとうござ

います。 
 振り返ってみればあっという間の１年間でした。私の場合、ただ中国文化

への興味の延長と、還暦を記念して何か学んでみようという単純な動機で始

めた薬膳学でしたが、中国４０００年の歴史に裏付けられ、「整体観念」と「弁

証論治」の思想に貫かれた中医学の世界は学べば学ぶほど興味深いものとな

りました。何十年ぶりかの宿題に悪戦苦闘しながらも、学生に戻った気分で、

本当に充実した１年をおくることができました。 
 本日、この本草薬膳学院中医薬膳師コースの修了証書と中医薬膳師の資格

をいただきましたが、薬膳師として、やっと一歩を踏み出したというところ

です。中医薬膳学の世界は大変奥深く、多くの知識を求められるものです。

中医薬の理論を取り入れて、弁証論治、中薬、食材の正しい知識に基づいて、

薬膳を提供するにはまだまだ勉強不足です。これからも生涯をかけて学び続

け、『黄帝内経素問』の未病の精神に則り、自分だけでなく周りの人たちの健

康維持、老化防止に役立てていければとおもっています。 
 劉先生をはじめ青木先生、萬屋先生他、皆様のご指導に感謝申し上げます

ともに、今後ともご指導ご鞭撻くださいますようおねがいもうしあげます。    
 皆様のご活躍をお祈りし簡単ですが 
お礼の言葉とさせていただきます。 

ご卒業おめでとうございます       講師 飯田 和子 

本草薬膳学院第 23期生並びに通信生のみなさま、本日はご卒業おめでとうございます。 

みなさまが本草薬膳学院に入学され、卒業される今日まで、どれだけ薬膳の勉強時間を生み出す努力をされたことでしょ

う。遠方からの通学や、お仕事やお子様の学校行事との調整だけでなく、宿題やグループワークの時間を作り出し、すべ

てのカリキュラムを終了されました。最後まで諦めず頑張った姿は素晴らしいと思います。 

教科書に書かれた言葉は難しく、戸惑うことも多かったと思いますが、卒業テストの時にはその言葉を巧みに用いて弁証

論治を繰り広げられました。五季の薬膳や陰陽五行を学び、中医学の授業を重ね、薬膳メニューを考えてこられた積み重

ねが薬膳の理解を深めた結果に他なりません。 

 

薬膳は知れば知るだけ興味は深くなってまいります。薬膳の森に迷い込んだみなさまが道を探し続けるヒントは本草薬

膳学院にあります。みなさまは本日卒業されますが、あくまでも通過点と思っていただき、これからも本学院の卒業生と

して長く薬膳の道を歩んでいただきたいと願っております。1人では出来ない事も、力を合せることで可能になります。

共に薬膳の有効性や面白さを発信し続ける仲間として頑張りましょう。 

みなさま、ご卒業おめでとうございました。 

東京校・通信教育生 春期卒業式 
2016.3.21 
ビジョンセンター東京 

祝 

辞 
 

講
師 

萬
谷 

圭
香 

本
日
は
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
１
年
、
通
信
生
の
方
は
２
年
に
及
び
、
お
忙
し
い
中

で
時
間
を
や
り
く
り
し
て
勉
強
を
続
け
今
日
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

大
人
に
な
っ
て
挑
戦
す
る
勉
強
と
し
て
、
薬
膳
を
選
ん
で

い
か
が
で
し
た
か
？ 

中
医
学
理
論
に
基
づ
い
た
本
格
的

な
薬
膳
は
、
食
材
や
中
薬
の
勉
強
に
加
え
、
中
医
学
も
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
や
り
が
い
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

中
医
学
の
独
特
の
概
念
や
専
門
用
語
に
戸
惑
い
を
感

じ
、
ど
ん
ど
ん
進
む
授
業
に
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。 

そ
の
上
、
た
く
さ
ん
出
る
宿
題
も
、
お
忙
し
い
皆
様
に

と
っ
て
は
、
実
に
厄
介
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
宿
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
家
で
の
学
習
に
つ
な
が
り
、
薬
膳
の
全

体
像
を
把
握
す
る
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

努
力
の
甲
斐
が
あ
り
、
卒
業
テ
ス
ト
の
こ
ろ
に
は
、
弁
証
施

膳
を
こ
な
す
ま
で
理
解
が
進
み
、
素
晴
ら
し
い
前
進
を
遂

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

中
医
薬
膳
師
コ
ー
ス
で
勉
強
し
た
事
は
、
大
切
な
基
礎

で
す
。
こ
れ
を
土
台
に
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
続
け
て
、
西

洋
医
学
や
栄
養
学
と
は
異
な
る
見
地
で
も
、
身
体
の
中
で

起
こ
っ
て
い
る
現
象
を
把
握
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

不
調
を
生
む
根
本
原
因
は
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
で

す
。
薬
で
症
状
は
治
ま
っ
て
も
、
根
本
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

を
調
え
る
の
は
、
食
生
活
を
始
め
と
す
る
養
生
の
積
み
重

ね
で
す
。 

健
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
、
中
医
学
の
観
点
で
身
体
を
見
る
目
を
養
い
、
薬
膳
の

知
識
で
バ
ラ
ン
ス
を
調
え
る
力
を
つ
け
て
行
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
日
は
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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祝 辞                              本草薬膳学院・大阪教室 講師  渡辺 真里子 

みなさま、本日はご卒業おめでとうございます。 

思えば。今からちょうど１年前はこの大阪教室の開講が決まってほっとしたものの、果たしてどんな方たちが集まってくださる

のか、どんな雰囲気の教室になるのか、そもそも私自身が１年間講師として無事に務まるのかどうか不安に感じていた時期で

した。１年経って今日この日を迎えられたことは感無量という以外に言葉がありません。 

さて、みなさまが入学された日、ごあいさつの中で「これから目の前に広がる中医学・薬膳という広い広い海を楽しみながら

進んでいってほしい」というようなお話をいたしました。今振り返ってみて、みなさまにとってこの１年はどんな航海だったでしょ

うか？順風満帆の時もあれば、波風に揺られたり先が見えずに不安に感じたこともあったでしょう。もしかすると転覆して沈み

そうな思いに駆られたこともあるかもしれません。でも今改めて見てみると、以前とは全く違う景色が見えていることと思いま

す。どうかそこまでたどり着けたことをぜひ誇りにしてください。そして、この１年の航海の中で経験したことをぜひこれからの

ご自身の人生の糧にしていただきたいと思います。 

中医学の海はまだまだ広く深いです。私自身が見えている範囲もほんのわずかです。 

ぜひこれからもご一緒にこの海を楽しみながら渡っていきましょう！ 

改めまして、本日はご卒業本当におめでとうございます。 

2016 年度 春期卒業生名簿   大阪教室  

中医薬膳師コース【10 名】 

池田 紀美代 木村  恵美 古城 由美子 提中 知子 野田 佳代子 

増田 友美 増田 優華 村本 裕美 山口 玲奈 山下 知子 

【50 音字順、敬称略】 

大阪教室 卒業式 2016.3.16 

答 

辞 

大
阪
教
室
第
一
期  

中
医
薬
膳
師
コ
ー
ス 

 

池
田 

紀
美
代 

 

日
ご
と
に
寒
さ
も
緩
み
、
春
の
色
が
濃
く
な
っ
て
き
た
こ
の
良
き
日
に
、
私
た
ち
は
卒
業
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

本
日
は
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
卒
業
生
の
為
に
劉
先
生
を
は
じ
め
渡
辺
先
生
、
福
田

先
生
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
ま
た
心
の
こ
も
っ
た
式
典
を
ご
用
意
下
さ
り
、
卒
業
生
一
同
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

思
い
返
せ
ば
昨
年
の
四
月
、
不
安
と
希
望
を
抱
え
な
が
ら
入
学
し
た
こ
と
が
、
つ
い
昨
日
の
事
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
年
齢
も
生
活
環
境
も
全
く
違
う
十
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
本
草
薬

膳
学
院
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。 

 

講
義
で
は
難
解
な
専
門
用
語
が
飛
び
交
い
、
中
医
学
理
論
の
理
解
に
苦
し
み
戸
惑
い
の
連
続
で
し

た
。
渡
辺
先
生
の
噛
み
砕
い
た
説
明
と
笑
顔
に
ず
い
ぶ
ん
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
薬
膳
や
中
医

学
の
世
界
が
よ
り
一
層
魅
力
的
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
頭
の
中
は
ま
だ
点
と
点
の
状
態
で
そ
の
点
を
頭
に
叩
き
込
む
の
に
必
死
で
し
た
。 

十
月
か
ら
劉
先
生
の
授
業
に
な
り
、
グ
レ
ー
が
か
っ
て
い
た
も
の
が
少
し
ず
つ
ク
リ
ア
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
点
と
点
で
あ
っ
た
知
識
が
線
と
な
り
つ
な
が
っ
て
い
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
中

医
学
の
世
界
観
に
触
れ
る
授
業
で
し
た
。 

 

福
田
先
生
は
、
午
前
中
の
授
業
で
頭
が
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
た
私
た
ち
を
温
か
い
笑
顔
で
迎
え
て
下

さ
り
、
料
理
の
下
準
備
や
細
や
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

実
習
に
お
い
て
は
、
身
近
に
あ
る
食
材
は
勿
論
、
初
め
て
中
薬
な
ど
を
使
い
、
ス
ッ
ポ
ン
や
鶏
一
羽

な
ど
、
一
般
家
庭
で
は
な
か
な
か
料
理
し
な
い
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
大
変
興
味
深
く
楽
し
い
も
の

で
し
た
。 

 

し
か
し
、
宿
題
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
量
で
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
投
げ
出
し
た
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
仲
間
が
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。 

世
代
も
個
性
も
違
う
十
人
で
し
た
が
、
皆
で
い
る
と
ど
ん
な
こ
と
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
い
つ
も
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
苦
し
み
が
半
減
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
や
実
り
豊
か
な
時
間
を
授
け
て
く
れ
た
本
草
薬
膳
学
院
に

感
謝
し
ま
す
。 

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
間
で
し
た
。 

各
々
の
生
活
背
景
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
負
け
ず
、
誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
勉

強
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
共
に
過
ご
し
た
時
間
は
大
変
に
貴
重
な
も
の
で
人
生
の

大
切
な
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。 

本
日
私
た
ち
は
本
草
薬
膳
学
院
を
卒
業
し
ま
す
。 

ま
だ
薬
膳
学
の
入
り
口
に
立
っ
た
ば
か
り
の
私
た
ち
で
す
が
、
更
に
勉
強
し
精
進
を
重
ね
、
薬
膳
の

発
展
に
尽
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も
陰
に
な
り
日
向
と
な
り
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
温
か
く

応
援
し
て
く
れ
た
家
族
、
こ
の
支
え
の
中
で
私
た
ち
は
今
日
卒
業
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
草
薬
膳
学
院
の
益
々
の
ご
発
展
を
願
い
、
答
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

場所：中国料理「春蘭門」ホテル阪急インターナショナル 2 階 
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2016年度国際薬膳師(士)・国際薬膳調理師 
資格認定試験が行われました 

桜
の
花
も
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
だ
っ
た
２
０
１
６

年
４
月
９
日(

土)

～
１
０
日(

日)

の
２ 

日
間
に
か

け
て
、
東
京
駅
近
く
の
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
に

て「
２
０
１
６
年
度
国
際
薬
膳
師(

士)

・国
際
薬
膳

調
理
師 

資
格
認
定
試
験
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
例
年
以
上
に
受
験
希
望
者
が
多
く
総
勢

９
４
名
、
そ
の
う
ち
、
通
学
生
は
４
１
名
（
東
京
２

６
名
・
福
岡
６
名
・
大
阪
９
名
）
、
通
信
生
は
２
０

名
、
東
京
栄
養
士
薬
膳
研
究
会
か
ら
は
３
３
名

が
試
験
に
参
加
し
ま
し
た
。 

2016 年度国際薬膳師(士)・国際薬膳調理師 資格認定試験合格者一覧 

国際薬膳師・国際薬膳調理師 【27 名】 

山形県 濵中 啓子 埼玉県 荒巻 芳江 手嶋 千穂美 森本 佐知子   

千葉県 奥平 純子 鈴木 惠代 綱島  弘子 神奈川県 荒井 たいこ 石井 佳良子 髙瀨 智亜紀 

東京都 稲永 紀子 井上 聖雪 加藤 由季 小寺 順子 助野 純子 竹内 佳江 林 智子 

 平井 静子 松本 久仁子 村上 有子 長野県 有賀 忍 滋賀県 提中 知子 

大阪府 池田 紀美代 氏家 陽子 木村  恵美 中東 典子 増田 優華   

国際薬膳師 【59 名】 

北海道 山田 夕紀子 埼玉県 伊藤 順子   斉藤 典子 西 文 堀田 奈緒美  

千葉県 佐藤 比呂子 田口 圭子 田中 好恵 弟子丸 紀子    

東京都 鮎川 徳子 伊藤 栄恵 井上 奈々子 岩渕 加奈子 梅田 恵美子 岡﨑 明子 岡本 鏡子 

 小池 慶子 小出 勢津子 小林 頼子 佐藤 美輪 四方 尚子 末武 千里 杉原 陽子 

 角田 幸恵 田中 宏子 堤 ゆ佳り 羽田 恵   土方 利美 真野 佐知子 吉川 亜希子 

 和田 身江子 宮城県 太田 奈菜江 茨城県 増田 智恵美   

神奈川県 石井 恭子 大塚 亜希子 加藤 弓子 上條 詔子 木曽 匠子 桑原 佳子 星野 雅子 

 吉田 芳子 岐阜県 安江 愛子 静岡県 森 由加理 愛知県 百石 理恵 

滋賀県 川端 秀美 森 玲子 大阪府 浦邊 直子 村本 裕美 山口 玲奈  

兵庫県 坂野 美津子 山下 知子 奈良県 野田 佳代子 山口県 五十嵐 九重  

香川県 増田 友美 福岡県 大久保 千絵理 豊田 由美子 森永 早紀子   

宮崎県 藤本 みゆき 鹿児島県 丸山 裕子     

国際薬膳士 【3 名】 

埼玉県 氏家 晴子 東京都 村山 英美 神奈川県 石垣 千鶴   

（50 音字、敬称略） 


